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　令和６年７月２３日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　森本　一登

 
　気象庁は７月２１日(日)、近畿地方で梅雨明けしたとみられるとの発表を
しました。昨年より５日遅い発表でした。いよいよ夏本番を迎えることにな
ります。保護者のみなさまも体調には十分気をつけて毎日をお過ごしくださ
い。 
　さて、７月１９日(金)には１学期終業式をズームにて行いました。ここ最
近の暑さから、体育館での実施を諦めての対応でした。私からは１学期の振
り返りと「あいさつをしましょう」「お家のお手伝いをしましょう」「早寝・
早起き・朝ごはんを行いましょう」の３点について話をしました。ご家庭に
おかれましても、お話頂ければ幸いです。 
　子どもたちには、この夏休み期間を利用して、心身ともにリフレッシュし、普段は時間がなく
てなかなかできない体験や、興味のあることに取り組んでほしいと思います。                 
             
　～第３回 有っ子土曜学習会～                          
 

　７月２０日(土)の午前中に「ペットボトルロケットに挑戦！」と題
して、尼崎稲園高等学校理科部のお兄さんお姉さんにお手伝いをいた
だき、子どもたちがペットボトルロケットを制作しました。子どもた
ちは、ロケットにシールを貼ったり、ペンでイラストをかいたりして、
オリジナルのロケットを作りました。完成後は、グラウンドで大空に
向けてみんなで飛ばしました。思っていたよりも遠くに飛んでいった
ので、びっくりしました。 
 

　 

 ～６年生　着衣泳～     
 
　７月１６日(月)の午前中に、水難学会から５名の講師の方にお
越しいただき、自分の命を守るための「着衣泳」を教えていただ
きました。毎年、夏休みの頃になると、水に関する事故が多く起
こっています。水泳中に事故に遭うことはあまりなく、もっぱら
川や海などでのレジャーや釣りで事故が発生することが多くあり
ます。当然ですがそういう場合は服を着ています。そのときのた
めに「着衣泳」を学ぶ必要があります。「着衣泳」とは、泳ぐので
はなく、救助が来るまで「あわてず、浮いて、待つ」ためのもの
です。今回の着衣泳は「自分の命は自分で守る」ための学習でし
た。 
 

 ～図書館開放始まる～ 
 
　前回の「ありおか通信第７号」でお知らせした「図書館開放」が７月２２
日(月)から始まりました。子どもたちは自分の読みたい本を選び、その場で読
んだり、貸し出しを行いました。初日は２７名の子どもたちが来てくれまし
た。夏休み期間全１０日間開放します。積極的に利用していただければ幸い
です。 
 

 １学期が無事に終了いたしました。これも日頃から、保護者のみなさまのご支援
・ご協力があってのことと感謝いたしております。２学期もどうぞよろしくお願
いいたします。     


